
要　旨
2020 年の COVID-19 の流行により、日本国内の大学でも対面授業に代えて遠隔授業を実施
することとなった。崇城大学においては、学生の通信環境を考慮し非同期的なオンデマンド
型方式による遠隔授業を原則とし、前期においても感染症対策を行いつつ対面授業を一部で
再開した。後期には、遠隔授業と対面授業の組み合わせを含めて授業形態を 7種類に分類し
て、科目の特性に応じて各授業が実施された。今年度はベストティーチング賞（BTA）の新
たな試みとして、遠隔授業についての表彰区分を設けた。「授業に関する学生アンケート」
のスコアと各受賞教員へ実施したアンケート回答を比較して、授業構築の特徴を分析した。

BTA対象授業では対面授業か遠隔授業かの授業形態によらず、学生へのフィードバックに
注力した事例が多く見られた。感染症拡大を避けるため取りうる教育技法に厳しい制約を受
けながらも、教授者は様々な工夫により授業を実施していった。
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1．はじめに

崇城大学において令和 2年度に施された「授
業に関する学生アンケート」で定量的に高い評
価を受けた教員 8名および定性的に高い評価を
受けた教員2名が、10種類の授業に対してベス
トティーチング賞（BTA）を受賞した。この
BTA受賞教員と授業科目に関する基本情報を
表 -1に示す。平成30年度より、「授業に関する
学生アンケート」の実施形態が変更され、学生
がアンケートに記載するにあたり、まず、ポー
トフォリオで学生が授業を受けた前後での自身
の成長を振り返ることが課せられた。またこの
システムは専用のWebシステムである「SOJO
ポートフォリオ」を利用し、従来の紙媒体を用
いた授業時間内における短時間記入に比べ、入
力期間を複数週設定しており各授業について時
間的余裕を持って記入できるように改良されて
いる。

2.「授業に関する学生アンケート」
について

詳細は後述するが、令和 2年度においては崇
城大学においても遠隔授業を多く実施すること
となった。これを受けて、FD委員会は令和 2
年度の BTAの受賞区分について遠隔授業に特
化したものを新設した。これは、遠隔授業につ
いて特筆すべき取り組みを行なっている授業を、
FD委員のワーキンググループがアンケートの
自由記載欄の履修学生の回答をもとに、前期 1
授業、後期 1授業を選定したものである。今年
度は各 1名、合計 2名の受賞者が選定された。
なお、選定された前期 1授業の担当教員が FD
委員を担当しているが、その教員は選定には関
与していない。
8名の受賞者の授業に対する学生によるアン
ケートの結果を表 -2 に示した。アンケートの
質問項目は、I．学生自身の授業への取り組み
II．授業内容　III．教員との対話　IV．授業方

表 -1　令和2年度BTA受賞教員と授業についての基本情報

表 -2　BTA受賞教員の授業に対する学生による授業アンケート結果
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法、の 4つの区分からなる。このうち、IIから
IV、すなわち、以下に示した第 5項から第 15
項の 11 個の質問項目が BTA受賞者を決定する
際に反映される評価対象である。学生は各質問
項目に対して 3または 5段階の数値を選択して
回答している。5が質問に対する最も肯定的な
評価である。なお、遠隔授業の受賞者は自由記
載欄のコメント回答により選定されているため、
表には含めない。

【Ⅱ．授業内容について】
（第 5項）この授業内容の満足度はいかがです
か。

（第6項）この授業内容を理解できましたか。
（第 7項）この授業を受けてその内容について
の興味や関心が高まりましたか。

【Ⅲ．先生との対話について】
（第 8項）先生の授業の中や授業外で学生の質
問や発言などを促しましたか。

（第 9項）学生の質問や発言に対して先生の対
応はどうでしたか。

【Ⅳ．先生の授業方法について】
（第10項）シラバスの説明がありましたか。
（第 11項）授業に使用した教材や宿題は授業
内容を理解するのに役立ちましたか。

（第 12項）先生の話し方は聞き取りやすかっ
たですか。

（第 13項）授業に対する先生の熱意や意欲を
感じましたか。

（第 14項）授業中の勉強する雰囲気は良かっ
たですか。

（第 15項）授業の進む速さと量はあなたに
とって適切だったですか。

3．COVID-19の流行による令和2年度の
授業実施への影響

1）授業実施への影響要因
崇城大学においては令和 2年度の前期につい

ては、5月上旬にオリエンテーションを経て授
業開始で原則オンデマンド型の遠隔授業を行う
方針とした。この決定に至るまでの、遠隔授業
に関する崇城大学とその周辺環境について振り

返る。
考慮すべき項目は複数あった。日本の大学全
体に及ぶものは、大学設置基準、著作権法の 2
点である。崇城大学固有の問題は、大学の ICT
インフラが遠隔授業に耐えうるか否かの判断、
遠隔授業をどの方法で学生に提供するか、履修
者が授業の各コマの受講時に何をすべきか迷わ
ない統一的な授業の流れの提示方法の 2点であ
る。

2）大学設置規準第32条第5項
2020 年 3 月中旬の段階において、COVID-19
の感染拡大が日本の大学の授業開始時期や授業
形態に及ぼす影響を国立大学間連携で調査する
動きが見られた1）。また、3月24日には、遠隔
授業に関して、大学設置基準第32条第5項によ
る上限 60 単位についての緩和に関する文部科
学省からの通知2）が出ている。

3）授業目的公衆送信補償金制度
この通知のみで遠隔授業ができるようになっ
たかというと、現実的には不可能な場合が多
かった。あわせて遠隔授業の実施のために考慮
しなくてはいけなかったのは、著作権法 35 条
の公衆配信に関わる「授業目的公衆送信補償金
制度」3）が、2020年2月末時点では開始してい
なかったことである。
平成 30 年度の著作権法の改正以前は、学校
においては、対面授業と、遠隔合同授業という
対面授業を遠隔地の会場に同時配信するものに
ついてのみ、無許諾かつ無償で著作物を使用で
きてきた。それ以外の授業形態、つまりオンデ
マンド型授業や、遠隔地の会場に対する配信の
みで対面授業無しの場合は、著作物の利用に関
して全て許諾をとる必要があった。
これが平成 30 年度の著作権法の改正により、
文化庁の指定管理団体である「授業目的公衆送
信補償金等管理協会（SARTRAS）」に対して補
償金を支払うことで、有償ではあるが「無許
諾」で、オンデマンド型授業や同時双方向型授
業において著作物を利用できるように制度が準
備され、開始を待つところであった。
ところが、2020年3月上旬になっても制度が
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開始されなかったため、文化庁から著作権等管
理事業者及び関係団体へ「格別のご配慮」をお
願いする事務連絡 4）が出ることとなった。こ
れにより、まだどのような手順でどの機関が
SARTRASへ直接払うのか、その金額の算出方
法が公開されていなかったものの、近いうちに
制度は開始されるだろうという見込みのもとに
実施すべき授業形態を検討することができるよ
うになった。制度については、令和 2年度にお
いては無償と決定され、2020 年 4 月 28 日に制
度は開始された5）。

4）崇城大学の ICT環境の遠隔授業対応
遠隔授業での授業実施を検討するため、崇城

大学は2020年4月に、授業技術検討WGを設置
した。そのWGでは大学全体で授業を実施する
ことが可能な技術的手段を、性能とともに検討
していった。
並行して日本国内では、リモートワークの推

進や初等中等教育での同時双方向型遠隔授業が
開始され、日本国内の固定通信及び移動通信の
帯域逼迫状況を考慮し、「データダイエットへ
の協力のお願い：遠隔授業を主催される先生方
へ」6）が出される状況であった。ここでは、
同時双方向型よりもオンデマンド型の授業形態
を推奨されている。
結論は、授業動画はMicrosoft Stream、資料
はMicrosoft OneDriveから配信することとし、
帯域逼迫を引き起こしかねないトラフィックを
キャンパスネットワークの中に流さない方式と
した。また、履修学生が授業動画や資料へのア
クセスを容易となるよう、崇城大学の標準的に
使用している学習管理システム（LMS）であ
るWebClassに、URL情報などを集約して掲載
することとした。

5）遠隔授業受講方法の学生への伝達
特に新入生については、崇城大学の ICT環境

は未知のシステムであり、その上にそれらを利
用して、多数の授業を毎日複数受講しなければ
ならない状況が待っていた。
授業開始までに、学内教職員の努力により新

入生の ICT環境の利用法についての教育を終え

ることができた。
5月から開始したオンデマンド型の遠隔授業
については、履修学生側からみて、LMS上で
提供される教材をどのように活用して学修して
いけば良いかの手順書を作るべきだ、というこ
とになった。これが、全ての遠隔授業で LMS
上に毎回掲載することになった「授業の流れ」
である。実際に BTA受賞者が掲載したものを
例として図 -1に示す。

図 -1　授業の流れのサンプル

4．BTA受賞教員の授業への取り組みに
ついてのアンケート調査結果

令和 2年度 BTA受賞教員 10 名に対して、各
教員がどのように授業を構築したのかを明らか
にするためにアンケートと、必要に応じて追加
のヒアリングを実施した。アンケートで記載を
お願いした内容と得られた回答を示す。
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依頼したアンケート項目
1．授業の概要
2．授業で気をつけていること・工夫したこと
たとえば、次の 1～3の取り組みの中で該当

する項目があればご記入ください。また、1～
3以外の取り組みをされておられたら、是非ご
回答ください。
　1） 学生の興味・関心を高めるための取り組

み
　2）学生の理解度を高めるための取り組み
　3）学生の質問や発言を促すための取り組み
　4）独自の取り組み（1～3以外）
3．授業改善に向けた提言

以下、10教員のアンケート回答を示す。

以下の教員 1については、FD委員が担当教
員に直接ヒアリングを行いアンケート項目に合
わせて文章を構成したものを示す。

1） 担当教員　渡辺　武憲
 科目名　　航空運輸概論Ⅱ

1．授業の概要
本学の航空操縦学専攻では、大学における 4

年間を 1年半は池田キャンパス、続く 2年半で
は空港キャンパスにおいて大学の正規の教員が、
学生の成長を長期的視点で見ながら、各個人の
適性や個性を生かしつつ育成している。訓練効
率を優先した従来のパイロット訓練とは異なる、
新たな大学教育としてのパイロット養成のあり
方を、本専攻では切り開いている。
「航空運輸概論 II」にて取り扱う航空産業は
国家や社会の重要なインフラであり、経済交
流・社会文化交流の橋渡しをする極めて大事な
産業と位置付けられる。特に資源の乏しい我が
国にあっては、外国との円滑な交流は 21 世紀
を生き残っていくために必須と言える。この広
範な交流を支える航空に関連する基礎知識の習
得、航空業界の抱える課題への理解、そしてエ
アラインの日々の活動を知ることを目的とする。

2．授業で気をつけていること・工夫したこと
本学では「学生の心に火をつける」ための教
育を行なっているが、この言葉を借りるならば
本専攻へ入学してくる学生は既にパイロットに
なるための職種へのこだわりを持つ「学生の心
に火がついた」状態である。
この火を消さないよう、具体的なエピソード
を交えて説明し、経験講話として航空産業で働
く方々からの講話の機会なども（オンライン会
議システムも利用して）設けている。
空港キャンパスでの 2年半の訓練は、座学の
みだった学生たちにとって厳しいものとなる。
訓練と勉強は、パッケージにならないとなかな
か定着しない。フライト中に使えない知識では
いけないと気づかせ、合わせて、パイロットと
なる自分を律して、皆から支えられていること
へ感謝する心をどう作るか。優れた専門家であ
る一方、社会人・組織人として健全な判断がで
きる人こそエアラインが安全運航を託すにふさ
わしいパイロット像である。

3．授業改善に向けた提言
40 年を企業人として過ごしてきた者にとっ
て、教育それも最高学府である大学で教鞭をと
る巡りあわせに戸惑いがあったことは事実であ
る。組織の在り方や運営は、長年培われてきた
風土、伝統によって違うのは当然のこととして
頭では認識していたが、実際の局面で受け入れ
るのは大変であった。しかし、一つだけ大きな
ことを学んだ。それは学生の心に火をともせば、
思いもよらないほど大きく成長する若者がいる
ことだった。人を育てる難しさ、楽しさを教え
てくれた崇城大学に心からの感謝を述べてベス
トティーチング賞の御礼といたします。

2） 担当教員　百﨑　邦彦
 科目名　　応用熱力学

1．授業の概要
操縦学専攻の学生に対し、パイロットとして
航空機を運航するために必要な航空気象の知識
を定着させることを目的に、2年生前期に航空
気象学Ⅰ及びⅡとして航空気象の基礎と気象庁
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から提供される各種気象資料についてオンデマ
ンド型の遠隔授業で実施した。応用熱力学は、
大気の循環に伴い発生する日本の四季の気象現
象に焦点をあて、空港キャンパスで対面授業に
より実施した。授業は、概要等の回を除き計
12 回の授業をグループ学習とし、3回の授業を
1セットとして春夏秋冬計4セットを実施した。
学生を 6名程度のグループに分け、各セットは、
1回目に講義及び検討項目の決定を実施、2回
目に討論、発表資料作成、3回目に発表、講評
とした。

2．授業で気をつけていること・工夫したこと
1）前期に、航空気象学Ⅰ及びⅡを実施してい
るものの、オンデマンドであったことから、
本授業の中で理解度の確認を行い、必要に応
じて前期オンデマンド教材の再確認（Teams
に掲示）を促しながら、基礎として得た知識
が本授業の内容と結びついていることを認識
させるように実施した。

2）5グループが実施する討論を巡回し、検討
の不足や、航空機の運航に重要な気象現象等
のヒントを与えることにより、知識を整理す
るよう促した。

3）4回の討論、発表について毎回リーダー、
書記、発表者等の役割を交代させ、全員が役
割をもってグループの検討に参加するように
配慮した。また、討論状況の巡回時に新たな
質問を投げかけ、より広い範囲に目を向けさ
せるようにした。

4）自分で学ぶことが重要と考え、討論での発
言が少ない学生に着目した。話の輪に入れな
い学生が話しやすくなるようにヒントを与え
て、考えることを促すことが重要であると思
います。

3．授業改善に向けた提言
私の授業は、航空気象学として見ると、オン

デマンド授業から引き続き実施する対面授業で
す。オンデマンドで実施した内容を含めて、対
面授業の中で理解度を確認し、前期資料の再確
認を促し、定着させるように実施しました。四
季の気象は本授業で初めて学習しますが、前期

のオンデマンド授業の範囲を自分のものとした
うえで授業を進めることが大切であると認識さ
せるように努めました。定着には反復して学習
する環境が大切であると思います。特に、いつ
でも前期の資料（基礎的事項）を Teams上で再
確認できることが対面授業の質を上げていると
思います。

3） 担当教員　岩﨑　敏也
 科目名　　特殊航空機概論

1．授業の概要
本授業は、二等航空整備士資格取得を目指す
航空整備学専攻に所属する 3年生が、受験する
技能審査（試験）の受験科目の一つである「航
空法」に関わる授業である。よって技能審査の
合格に必要な知識を習得させることを第一の目
的とする。また試験対策とは別に、関連知識等
を教授することによって、学生の興味関心を高
めることも考慮した。

2．授業で気をつけていること・工夫したこと
1）この授業は、技能審査の航空法の科目の対
策の授業である。法令についての試験である
ため理数系的な要素はなく、「暗記」中心に
なる。しかしただの丸暗記では、技能審査後
に何も知識が残らない。技能審査後にも少し
でも航空法についての知識が残るようにする
ため、なぜそうなるという視点に立って説明
するように心がけた。
例えば、「航空法は国際民間航空条約に準
拠する。」という事柄を説明するとき、航空
機は国境を超えることができるが、日本上空
を通過、また離着陸する他国の民間航空機が
安全であることを保証するため条約が必要で
ある。また条約では日本国民が順守すること
ができないから法律がある。よって航空法は、
国際民間航空条約に準拠した法律になってい
る。と小学生でも理解できるレベルのところ
から説明して納得してもらうように心がけた。
また航空法の学修に関わる自ら体験した事
柄、例えば LCC社設立などの裏話を授業の
中で織り交ぜ、学生に興味を持たせるような
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授業を心がけた。
2）試験対策の暗記補助として、正解の文章の
一部である単語を空欄にした自学自修の補助
プリントを配布し、授業中や自修時間に勉強
をするように指示をした。これにより、学生
が一人でも勉強しやすくなった。

3）理解の遅い学生は、一般的に質問をしない
でわからないまま放置する。その他学生の集
中力を切らせないようにするため、個別、順
番に当てて学生に質問をして答えを求めた。
最初は学生が答えを引き出せるようにしつこ
く誘導したが、その学生は皆の前で答えられ
なくて恥ずかしいという気持ちを感じさせて
いた。よって、しつこく答えを聞き出さず、
「わからない」と答えたら次の学生を当てる
ように変えた。

3．授業改善に向けた提言
授業を構築するにあたり、どのレベルの学生

を対象に制作するのかまず決める必要がある。
受賞した授業は、学生が全員技能審査に合格で
きるような授業にするため、理解の遅い学生も
わかるようにする必要があった。ティーチング
テクニック的には何ら新しい物はない。学生の
レベル、理解度を見て授業を進めることは大事
だということを再認識した。

4） 担当教員　藤原　大樹
 科目名　　健康スポーツ教育Ⅱ

1．授業の概要
本学の教育理念である「体・徳・智」にある

ように、身体の健康は人格と知識を備えた人間
となるための重要な基盤である。健康スポーツ
教育 IIにおいては、テニスを通じて健康と体力
を維持・向上させると同時に、実社会で必要と
される基本的な社会性を身につけることを目的
とした。

2．授業で気をつけていること・工夫したこと
1）学生の興味・関心を高めるための取り組み
本授業では、学生が主体的に学修に取り組

むことができるよう「プレイヤーズ・セン

タード・コーチング」を導入した。この方法
論において教員は学生が自律的に試行錯誤し
ながらスキルを身につけていくための環境の
一部と位置づけられる。そのため手取り足取
り細かく指導することを避け、学生をよく観
察した上で「何をやろうとしているのか？」
「どうすれば改善できると思うか？」などと
質問を投げかけることで、学生の考える力を
育成し、自己成長につなげるよう意識した。
2）学生の理解度を高めるための取り組み
学生に記入式のワークブックを配布し、自
らのスキル獲得過程を自己観察するよう指導
した。ワークブックの構成は「スキルについ
ての予習」「練習」「試合の記録と振り返り」
「グループメンバーの情報」であった。また
初回と最終回にスキルテスト（サービスとラ
リー）を実施することで、自分のベースライ
ンに合わせた目標を設定し、上達度合いを把
握できるよう工夫した。
3）学生の質問や発言を促すための取り組み
学生同士のコミュニケーションを促進する
ため、4～7人程度のグループを基本とし活
動を実施した。さらにリーダーシップやフォ
ロワーシップを実際に体験して貰うために、
毎週グループリーダーを決め、メンバー全員
が順番に活動を主導する役割を担える機会を
作った。教員がリーダーに練習テーマや試合
形式を伝え、それをリーダーがグループメン
バーに伝えることで、学生間のコミュニケー
ションが活性化され、リーダーシップについ
ての理解度が深まった。

3．授業改善に向けた提言
学生のレベルを把握した上で、適切な難易度
の課題を設定することが重要だと考える。健康
スポーツ教育 IIでは、テニス経験者と初心者が
同じ授業を受けるため、学生のスキルレベルに
大きな差が存在する。そのため、経験者と初心
者とが同じトレーニングを行う際には、達成目
標を複数のレベルで提示することで、自分に適
した課題に取り組めるようにし、経験者が飽き
てしまったり、初心者が諦めてしまったりする
ことを防ぐようにしている。
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また学修効果を定量的・定性的に把握し、エ
ビデンスに基づいて継続的に授業改善を実施し
ていく必要があると考える。

5） 担当教員　八田　泰三
 科目名　　有機化学

1．授業の概要
有機化学は、炭素が織りなす化合物（有機化

合物）の構造と性質、反応性を対象とする学問
である。膨大な数の有機化合物を構造「官能
基」によって約 12 種類のグループに分類し、
本講義ではその中でアルケンとアルキン、芳香
族化合物の基本的性質と反応性および立体化学
に焦点を絞り、2年前期に開講された基礎有機
化学の復習を行いながら、分子の構造的特徴お
よび有機電子論（電子の配置、動きなどから反
応を説明する理論）を基にして解説した。さら
に、毎回、講義内容の重要ポイントを問題形式
にしたワークシート（提出課題）を課し、解き
方のヒントについて説明すると共に、レポート
の結果は、適宜学生へフィードバックした。

2．授業で気をつけていること・工夫したこと
1）有機化学に対する興味・関心を高めるため
には、それを学ぶ意義を示す必要があると考
え、まず有機化学が世の中に貢献しているこ
とを例示した。例えば、新型コロナウイルス
に効く可能性がある抗ウイルス薬「アビガ
ン」を紹介し、大半の医薬品が有機化合物で
あり、それを合成できたのは有機化学の成せ
る技であることを示した。

2）本講義は教科書を中心としており、その内
容の理解度 UPを図るために、事前に講義ス
ライドの PDFファイルおよび重要ポイント
を問題形式にまとめたワークシートを配布し
ておき、予習、復習、演習・レポート提出に
利用してもらった。
教科書の解説では、重要ポイントを絞り、

図式を多く取り入れ視覚的に内容がわかるよ
うスライド作成を工夫すると共に、よりわか
りやすい表現で口頭説明するよう心がけた。
授業進度は対面授業と同じ 1コマ当り教科

書2～3節（約7ページ）としたところ、板書
や口頭質問が無いため平均 30 分で説明が終
了したので、残りの講義時間を講義内容に該
当するワークシートの問題解き（演習）に当
てた。手書きの解答を PDFファイルにして
レポートとして提出させた後、添削すると共
にヒントとコメントを記して返送し、合格す
るまでこれを繰り返したことから（メール総
数 800 通以上）、結果的に講義と演習をセッ
トで行うことができた。
4）2）で述べたように、対面授業では時間的余
裕がなく実施できなかった講義＋演習形式の
授業の実施、および、レポート提出 ⇄ 添削
指導を徹底して行うなど、講義ごとの理解度
UPに注力した。

3．授業改善に向けた提言
遠隔授業を始めるまでは、対面授業でないと
学生に説明が伝わらないと思っていたが、必ず
しもそうではないことがわかった。
学生に聞くと、オンデマンド型授業の場合、
わからないところがあると繰り返し視聴できる
ことから、内容を理解しながら各自のペースで
一歩ずつ進むことができ、対面授業よりわかり
やすいとの感想を得た。
これは対面授業にない優位点であり、本講義
においてはオンデマンド型が功を奏した。さら
に、講義＋演習形式となったことも幸いした。
ただし、演習のレポートを出しっぱなしでは意
味がない。「添削してヒントを与え合格するま
で考えさせる」ことが重要であると感じた。

6） 担当教員　内田　貴久
 科目名　　建築意匠設計

1．授業の概要
この講義は中～大規模な建築物を設計する実
習講義であり、「○○の資料・情報を展示し、
多くの人々に体感してもらうためのミュージア
ムをデザインする（〇〇は熊本に関わる偉人や
有名なアーティストを自分で選択する）」とい
う課題設定を行っている。
構想から設計へと連なる作業の進め方、様々
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なアイデアを具体的な空間に集約していく方法、
設計した成果をより効果的に他人に伝えるプレ
ゼンテーション手段などを学ぶことがこの課題
の目的であり、加えて、企画内容やコンセプト
といったソフトから建築空間を構築する必要が
ある点も特徴的である。
最終的には A1 サイズ用紙でのプレゼンテー
ションと建築模型の提出を課している。講義時
間内だけで処理できる作業量ではないため、講
義時間外で計画的に情報収集・設計作業を行う
必要があり、スケジュールコントロール能力も
求められる。

2．授業で気をつけていること・工夫したこと
1）実社会の設計業務においては、法的条件、
構造耐力、対候性、施主要望、建設コストな
どが複雑に関係してくるのだが、この設計課
題において学生達には、そういった条件に縛
られることなく自由な発想で設計を行っても
らっている。その代わり、単なる自己満足的
な形態のデザインに留まることなく、より多
くの人に理解される空間利用価値を意識しな
がら、実用的でかつ革新的な空間の設計をす
るよう学生達に勧めている。

2）与えられた課題条件に従ってただ作業を行
い、決められたフォーマットに従った図面を
書くだけでは、「自分の意志」で学習しない
ため知識が記憶に残り難く、最低限の建築知
識しか得ることは出来ないと私は考えている。
上記のように課題内容に「自分で選択する」
内容を盛り込むことで、学生達の積極性と理
解度が高くなるよう工夫している。

3．授業改善に向けた提言
講義に関する内容だけに限らず、建築デザイ

ン一般に関する情報から学生の進路相談や就職
情報までも話題にしながら、放課後かなり長い
時間を彼らとの会話に費やしている。そんな向
上心の高い学生達が長時間大学で快適に学習出
来るよう、現在建築製図室の環境も改善を進め
ている。
多くの知識や経験を得たいと考える意欲的な

学生と積極的に会話し、彼らの質問要求にさら

に多くの専門知識を加えて返答できるためには、
教師側もより多くの建築情報を得ておく必要が
ある上、最新の建築情報を絶えず収集すること
が大事である。そのため講義内容の向上のため
に、まず私自身の知識と経験の向上が前提とな
るのを改めて自覚し、引き続き努力を続けてい
くつもりである。

7） 担当教員　井本　修平
 科目名　　有機化学Ⅱ

1．授業の概要
本講義では、有機化学の基礎的概念である、
有機化合物の立体構造、性質、反応などに関す
る基本的事項を習得する。また、有機反応を理
解する上で極めて重要な概念である、巻き矢印
の使い方を習得する。

2．授業で気をつけていること・工夫したこと
1）対面講義の際、薬学分野で有機化学を学ぶ
意義を認識できる話題を提供するよう心掛け
ている。例えば新型コロナ治療薬など新薬の
構造を示し、有機化学的観点から考えられる
ことを解説した。
2）学生の理解度を高めるための取り組み
従来は対面講義で実施していた教科書の解
説を、オンデマンド動画として収録すること
で、学生が自分のペースで、かつ何度でも視
聴して学習できるように工夫した。この動画
を対面講義までに視聴してもらい、対面講義
では演習の解説を中心に進める講義方式とし
た。具体的には、以下の流れに従って講義を
受けるよう学生に指導した。
①教科書を流し読みする
　 【わからない箇所の認識】
②オンデマンド動画を見る
　 【教科書の解説による理解】
③教科書をしっかり読む
　 【科学的文章を読み理解】
④重要問題の演習
　 【本当に理解できていたかの確認】
⑤対面講義での演習解説
　 【演習解説で深い理解と知識の定着】
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気を付けたのは、オンデマンド動画では書
画カメラを使って、構造式および反応機構を
示す巻き矢印を全て手書きで示した点である。
構造式を書き慣れない学生にとっては、手本
があることで真似して書くことができ、学習
の一助となったようである。

3）対面講義の冒頭に学生を指名し、専門用語
の定義等について質問を行うようにした。そ
の際に「動画の中で、私はどう説明してまし
たか？」と尋ねることで、オンデマンド動画
視聴を含めた予習が必須であるという緊張感
が生まれ、多くの学生は対面講義前に動画を
視聴していたようである。なお、動画を視聴
して理解できなかった箇所は、動画のコメン
ト欄に書き込むかメールで質問するように周
知した。対面講義の際に質問への回答を行な
うことで、授業回ごとに確実なフォローがで
きるよう工夫した。

4）再履修および有機化学が苦手と感じる学生
のために、佐藤准教授と連携して様々な対策
を実施した。例えば質問対応では、私と佐藤
准教授でもどちらでも対応可能とし、私に直
接聞きづらいと感じる子でも教員の選択肢が
ある。また、対面講義では解説しきれない演
習問題については、佐藤准教授による任意参
加形式の補講にて取り扱って頂いた。

3．授業改善に向けた提言
令和 2年度前期前半は、新型コロナ感染拡大

により対面講義が実施できず、担当していた有
機化学 IIIではすべてオンデマンド動画による
講義となった。後期科目の有機化学 IIでは対面
講義が可能となったが、前期の有機化学 IIIに
おけるオンデマンド動画が学生から高評価で
あった。そこで、このオンデマンド講義動画を
上手く活かせる方法はないかと考え、上記講義
方式に行き着き、授業アンケートにて良い評価
を頂いた。学生の声に耳を傾けながら、より良
い授業方法はないか常に考え、教員が向上心を
持つことが授業改善には一番大切ではないだろ
うかと考えている。

8） 担当教員　マーク　ハワース
 科目名　　English Communication Ⅲ

1．Class Outline
There are three goals to the English 

Communication III course:
1. I can understand and discuss simple texts related 

to my field of study.
2. I can conduct a simple survey and report my 

findings as both a written report and a poster 
presentation.

3. I can direct my own learning according to my 
needs, abilities, and interests.
These objectives are accomplished through 

various interactive tasks in class using pairs, small-
group, and whole-class activities. Students are 
provided ample opportunities to practice using 
English by completing tasks which prepare them for 
an assessment, such as a written report or a poster 
presentation. The mid-semester assessment is a 
challenging reading exam which tests students' 
ability to read a general English text and also a text 
which is directly related to their major field of study. 
For the third stated goal of the course students 
complete the Self-Directed Learning Unit where 
they are taught how to choose and make use of 
learning materials that they find on their own, and 
then they are asked to write reflections on their 
progress in managing their own learning.

2．Teaching Method
Academic year 2020 proved to be challenging in 

many ways due to restrictions placed on classes in 
order to ensure the safety of students during the 
Covid-19 pandemic. In addition to the number of 
face-to-face classes being reduced by half, the 
amount and types of interaction students were 
allowed in class was quite different than in previous 
years. The mix of face-to-face, on demand, and fully 
online classes created a learning environment which 
was unique for students and teachers alike. There are 
some basic principles I adhered to which may have 
contributed to students enjoying the course even 
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under these challenging circumstances.
First, not only in unusual circumstances like in 

2020 but also in normal situations, I think it 
important to keep things simple. This does not mean 
that the course should be easy, but rather the tasks 
that students are asked to complete should be clear 
and easy to understand. Students are already 
expending a good deal of mental energy （cognitive 
load） on parsing the English language while 
completing tasks, therefore it is important that 
students have a clear understanding of what is 
expected of them so they can keep their focus on the 
input and output of language. Task design and 
instructions need to be clear and unambiguous. This 
was especially true for classes that were held on 
demand. Typically, students were asked to complete 
a series of online activities through the SILC's 
Moodle course management platform. During the 
weekly face-to-face class I would often demonstrate 
how to complete that week's on demand classwork 
by providing several examples of the same activity 
they would be asked to complete for on demand. I 
think this was helpful for students because there was 
no confusion as to how to complete the task and they 
could spend their time focusing on the language 
within the task.

In addition to designing simple and clear tasks, I 
think it is important to create an atmosphere in class 
which is conducive to learning a language. Many of 
our students have had somewhat negative 
experiences learning English before entering 
university. Junior high school and high school 
English classes are typically focused on mastering 
discrete grammar points in order to pass entrance 
exams. Before coming to university most students 
have not had many opportunities to actually use 
English as a communicative tool and are 
understandably uncomfortable when asked to do so. 
Language is a skill that needs to be practiced, much 
like karate or playing the piano. Therefore, students 
need as many opportunities to practice this skill as 
possible in an environment where the goals are 
communicative-based as opposed to grammar-based, 

One way I try to accomplish this is by emphasizing 
that students do not need to speak perfect English in 
class or even write perfect English for written 
assignments. The goal is always to get your point 
across, make yourself understood, and ask for help 
when you don't understand. I almost never provide 
corrective feedback on grammar mistakes when 
talking with students or reading comments they have 
written. Rather, I'll often focus more on the content 
of what they are saying to show them that their 
message is being understood. One of the tasks that 
students are asked to complete is to record a short 
speech telling a story about something they did 
during summer vacation. I'll often take note of 
something interesting that a student said in their 
recording and either ask them about it in class or 
write a comment about it in Moodle. I think students 
appreciate that I am taking an interest in what they 
have to say rather than constantly correcting their 
less than perfect English.

Lastly, I try to encourage students to find ways to 
study English that they actually enjoy. Every student 
has different strengths and weaknesses, and learns in 
different ways. Some students enjoy reading books, 
studying grammar, or practicing English proficiency 
tests, while others prefer listening to music or 
watching tv shows. Part of the English 
Communication III curriculum is a unit on self-
directed learning where students are encouraged to 
try an array of activities and find something they like 
to do. During this unit I meet with each student 
individually several times and have a conversation 
with them about the kinds of activities they are trying 
and help guide them toward their learning goals. 
Again, I think this focus on enjoyment rather than 
striving for perfect English helps to make the process 
of learning English a more comfortable experience 
for most learners.

3．Suggestions for Class Improvement
After reflecting on what I wrote above, there are 

two key points to consider when attempting to 
improve the quality of classes. First, as much as 
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possible, try to give individual attention to each 
student and show some interest in their learning. I 
understand that this is not feasible in large classes 
with 40 or more students, but I think if students feel 
their teacher is genuinely interested in their progress 
as a learner then they will feel more invested in their 
own learning. A great way to accomplish this is by 
briefly meeting with each student at least once during 
a semester to discuss their learning goals and advise 
them on how to best achieve those goals. Secondly, I 
think it is important to convey the idea that mistakes 
are ok. Our role as teachers is not to constantly point 
out all the mistakes that students make and admonish 
them, but rather encourage them to keep trying and 
learn from their mistakes. Sojo University is a 
science and technology institute, therefore most of 
our students are learning practical skills which they 
will apply in jobs they get after graduating. We 
should emphasize that practical knowledge is just as 
important, if not more important, than theoretical 
knowledge, and the best way to develop that is by 
learning through doing.

9） 担当教員　大嶋　康裕
 科目名　　工学・情報系の基礎数理Ⅰ

1．授業の概要
自然界における様々な現象について、その変

化を局所的もしくは大域的に解析するための手
段を学ぶ微分積分は、理工系学部の初年次に配
当されることが多い。本学では、初年次前期に
高校と大学の橋渡しを兼ねて 1変数の微分積分
について学び、後期にその応用と 2変数の微分
積分および常微分方程式の入門へと学び進めて
いく。また、入学に至るまでの学生の高校での
科目の履修や学習到達度の差異に対応するため、
入学直後にプレースメントテストを実施して、
複数クラスを開講し、統一教科書を使用しつつ
も各クラスの実情に合わせて授業の難度調整を
行っている。
ここで取り扱うクラスは、工学部建築学科と

情報学部情報学科の 1年生のうち、学習到達度
で5段階分類したうち最も高い50名程度を対象

としている。各回の授業は、平時であれば黒板
を用いた知識伝達型の方式で実施する単元説明
に大半の時間を割き、残りの時間で問題演習に
取り組ませ教員が解説を行う、という構成とな
る。

2．授業で気をつけていること・工夫したこと
1）令和 2年度については、教室での対面授業
ではなく、この科目も他のほとんどの科目と
同じくオンデマンド型の遠隔授業を行うため、
単元説明を動画で作成し配信することとした。
そこで、単に板書をプレゼンテーション用ス
ライドに変更するのではなく、グラフ描画ソ
フトウェアや数式処理システムを活用した解
説を追加した。また単元説明の際に、軌跡が
しばらく画面上に残るレーザーポインタ機能
を使い、既に表示されている文字をなぞるこ
とで「板書がリアルタイムで進んでいるよう
に錯覚する」構成にして、今どこの説明をし
ているのか分かりやすい動画となるようにし
た。授業動画で使用したスライドは別途配布
していたが、単元解説で必要となる小さい文
字列も授業動画上で判別できるように、動画
作成前から配信サーバへの掲載まで随所で工
夫を行っていた。
2）オンデマンド型の遠隔授業となると、同一
時間帯に全学生を参加させた問題演習を実施
することは不可能となる。このため、理解度
確認のための基礎的事項については、自動採
点機能を有効にした確認問題をMicrosoft 
Forms上に用意して、学生が即時に理解度確
認ができるようにした。また、本学の標準
LMSであるWebClass上に教員が作成した解
答例と、既に複数年度分作成していた過去の
授業の説明や問題演習の板書を写真撮影した
ものを掲載した。これらを適宜参照すること
を促し、学生自身のノートに行った問題解答
と比較させ、単に解答の数値の正解との一致
のみで満足してしまわないよう注意して学生
を問題演習に取り組ませた。

3．授業改善に向けた提言
オンデマンド型で提供する授業の準備に業務
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時間のほぼ全てを費やしたため、結果的に学生
への個別のフィードバックに割く時間が大幅に
減ることとなった。この判断の影響を心配した
が、大半の学生は提示した資料、動画、課題を
上手く活用してくれた。次年度以降は、個別の
学生の進捗を LMS上の記録を活用して効果的
なフィードバックを行っていきたいと考えてい
る。

10） 担当教員　今井　亮佑
 科目名　　政治学Ⅰ

1．授業の概要
受賞対象科目である「政治学 I」は、いわゆ
る旧カリキュラムの「基幹キャリア教育」分野
の一科目として、令和 3年度前期まで開講して
いたものである（現行カリキュラムでこの科目
に相当するのは、基礎教育課程の「人間と科
学・外国語教育」分野の「現代の社会と政治」
である）。日本の政治に対する関心を高めても
らうこと、理解を深めてもらうことを目標に、
政治の仕組み（選挙制度・議会制度・政策過程
など）や政治アクター（政党・政治家・有権
者）について、現実の政治の動きと絡めながら
講じている。
政治とは正解のない営みであることから、講

義の中では、一つの論点に対する複数の視点を
提示するよう心掛けている。そして、その複数
の視点に立って自分なりに導き出した考えを、
根拠とともに文章としてまとめるという課題に
取り組んでもらっている。令和 2年度に関して
は、講義内容をもとに私が設定したテーマに対
する自分の「考え」を、300 字ないし 500 字以
上でまとめる「リアクションペーパー」を 6回、
1200字以上でまとめる「レポート」を2回課し
た。
20 歳そこそこの学生にとって政治とは縁遠

い、とっつきにくいものであること、上記のよ
うに課題が決して軽くはないこと、私が成績評
価を厳格に行うという評判が学生の間で広まっ
ていることから、お世辞にも人気科目とは言え
ないことは自認している。そうした中で栄えあ
る賞をいただけたことは、私にとって大きな驚

きであると同時に、望外の喜びでもあった。

2．授業で気をつけていること・工夫したこと
対面授業からオンデマンド型授業に変えるに
あたり、取り上げるテーマを若干絞った他は、
取り立てて気をつけたことはない。にもかかわ
らず受賞の栄誉に浴することができたのは、オ
ンデマンド型授業に変わったことで、対面授業
の時から続けてきたことの価値が高まったから
ではないかと推察する。
先述のような軽いとは言えない課題を課して
いるのは、「政治学 I」の受講を通じて、自分の
「考え」を持った上でそれを文章として表現す
る能力を身につけてもらいたいと考えているた
めである。この目的を達成するべく、学期末の
レポートを除き、提出された全てのリアクショ
ンペーパー／レポートについて、個別にコメン
トをフィードバックしている。令和 2年度後期
に関しては、計 376 本のリアクションペーパー
／レポートが提出されたが、その一つ一つに対
し、内容面はもちろんのこと、文章の構成や表
現の面でも、気になったことを改善方法も含め
てフィードバックした。
対面授業の場合、受講生は毎週担当教員と顔
を合わせることから、コメントが返ってくるこ
とのありがたみをさほど感じないかもしれない。
これに対しオンデマンド型授業の場合、受講生
が担当教員と顔を合わせることは基本的にはな
い。そうした中で、受講生と担当教員とを結ぶ
唯一と言ってよいチャネルが、リアクション
ペーパー／レポートの提出と、それに対するコ
メントのフィードバックである。このためオン
デマンド型授業では、提出物に対するフィード
バックが持つ価値が、対面授業の場合に比べ相
対的に高いのではないかと考える。対面授業の
時から続けてきた、リアクションペーパー／レ
ポートに対する個別のコメントの返信を、オン
デマンド型授業の受講生がより高く評価してく
れたことが、今回の受賞につながったのではな
かろうか。

3．授業改善に向けた提言
授業改善に直接つながる提言ではないが、こ
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こで一言述べさせていただきたいことがある。
それは、授業アンケートの各項目の「平均値」
が持つ意味についてである。
令和2年度前期の「政治学 I」は、「機械・宇

宙・応微・生命」と「ナノ・建築・情報」の 2
クラスに分けて開講した。オンデマンド形式で
あることから、授業内容及び課題は両クラスで
「全く同一」であった。にもかかわらず、両ク
ラスの授業アンケートの結果には大きな差異が
見られた。具体的には、「この授業内容の満足
度はいかがですか」「この授業内容を理解でき
ましたか」「学生の質問や発言に対して先生の
対応はどうでしたか」「授業に使用した教材や
宿題は授業内容を理解するのに役立ちました
か」の 4項目について、二つのクラスの平均値
の間に、両側 5％水準で統計的に有意な差が
あったのである。このことは、たとえ授業内容
が全く同じでも（そして、どれだけ質の高いも
のであったとしても）、それを聞く学生がどの
ような姿勢で臨むかによって、アンケート結果
は大きく変わり得るということを示している。
授業アンケートの結果を見る際、各項目（と

くに満足度）の平均値にどうしても目が行きが
ちである。しかし、受講生如何でアンケートの
結果は大きく変わる以上、平均値に一喜一憂す
る必要はない。平均値よりもむしろ自由記述で
寄せられた「建設的な」コメントに注意を払う
ようにし、それをもとに授業改善を図るのが、
授業アンケートの効果的な使い方なのではなか
ろうか。

5．結果

今年度は各受賞者からの授業改善のヒントの
うち、COVID-19 の感染拡大の中で、どのよう
に学生とのコミュニケーションを確立していっ
たかについては、授業形態により固有のものが
あると解釈できる。対面授業であれば学生への
質問によるものが多く行われ、オンデマンド型
授業であれば、レポートなどの添削を丁寧に行
う、もしくは自動採点機能などを用いて教員が
間接的に介在するフィードバックを行っていた。

表 -3 大学院、学部再履修クラスを含めた 1634授
業の中のアンケート回収率と各授業数

各受賞者からの授業改善のヒントとは別に、
令和2年度の評価システムがWebにより行われ
たことによる、アンケート回収率について令和
元年度と比較した結果を表 -3 に示した。その
結果、大学院と学部再履修クラスという 20 名
以下の少人数制の講義を合わせると本学では年
間1634講（令和元年度は1349講 10））の講義が
開かれていること、そしてアンケートの回収率
が 70％以上の講義が、総講義数の 69％（令和
元年度は81％）であることが分かった。
また、学生による授業アンケートの中で、教
員と学生が干渉しあう本質的な部分である、第
5項（満足度）、第 9項（質問に対する対応）、
第13項（熱意）、第15項（講義の進み具合）に
ついて 20 名以上の履修者の授業において BTA
受賞者の評価以上及び評価スコア 4未満の履修
者数平均を示したものを表 -4、同項目について
受講者 100 人以上の受講者を擁する授業につい
て BTA受賞者の評価と比較を行った結果を表
-5 に示した。ともに令和元年度の結果 10）と比
較している。

表 -4 20名以上履修した授業における項目評価と
履修人数平均

表 -5 受講者100名以上の科目の評価

崇城大学　紀要　第47号110



6．考察

遠隔授業の授業形態を選んだ BTA受賞者の
アンケート回答の多くで触れられていたのが、
学生へのフィードバックを行うことの重要性で
ある。
この点を最もよく表したものがアンケートの

第 9項（質問への対応）であろう。この項目の
スコアの高い授業を見ていくと、令和元年度と
比較すると対面授業もしくは実験・実習である。
例えば一斉に遠隔授業に切り替えた数学系科目
は、ほとんどの担当者のスコアが 0.4 ポイント
前後下がった。また、同一の教員が同一のシラ
バスで実施されている複数学科・クラスでの遠
隔授業において、そのスコアに差異が見られる
ものがある。BTA受賞者のアンケート回答で
も指摘されていた通り、個々の教員が授業改善
に活かすためには、単年度の平均値だけから解
釈するのは適切ではないだろう。スコアの経年
変化や、学生の学修の振り返りが記載された
「科目の学修到達度レポート」の記載を分析す
ることが必要となるであろう。
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